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サプライチェーンの革新・応用の積極
的推進に関する指導意見 
 

【要点】 

○ 中国国務院弁公庁は、10月13日に「サプライチェーンの革新・応用の積極的推進に関する指導意

見」（中国語名「关于积极推进供应链创新与应用的指导意见」、以下「指導意見」）を発表した。 

○ 中国のサプライチェーンの発展は、分業の深化やITの進歩等を背景に、すでにインターネット、

モノのインターネット（IoT）と深いレベルで融合すべき段階に入りつつある。その推進は新た

な発展モデルへの転換等、供給側構造改革にとり不可欠だとの認識の下、サプライチェーンの革

新・応用の促進に焦点を当てた初の重要文書として発表されたのが、この「指導意見」である。 

○ 「指導意見」では、サプライチェーンの革新・応用を推進する重要な意義、指導思想、2020年ま

での発展目標、目標達成のための主要任務が明示された。主要任務については、①農村における

第1、2、3次産業の融合的発展の推進（農業関連産業組織・体制の革新、農業生産の科学化水準

の向上、品質・安全トレーサビリティの向上）、②製造業の協同化・サービス化・スマート化の

促進（サプライチェーンの協同製造の推進、サービス型製造の発展、製造関連サプライチェーン

の可視化・スマート化の促進）、③流通の現代化水準の向上（流通の革新的な構造転換の推進、

流通と生産の融合深化の推進、サプライチェーン関連サービスのレベル向上）、④サプライチェ

ーン・ファイナンスの積極的かつ安定的な発展の推進（サプライチェーン・ファイナンスの実体

経済に対する貢献強化、サプライチェーン・ファイナンスに起因するリスクの効果的な防止）、

⑤グリーンサプライチェーンの積極的唱導（グリーン製造・流通の積極的推進、リバースロジス

ティクス体系の整備促進）、⑥グローバルサプライチェーンの構築促進（グローバルサプライチ

ェーンとの積極的融合、安全性向上、国際規則制定への参加）、が挙げられた。 

○ 「指導意見」では、上述の主要任務を遂行するための保障措置も示された。それは、①良好な政

策環境の形成促進、②試行の積極的展開、③信用システムや監督管理体制の整備強化、④標準体

系の整備推進、⑤多様な人材の育成加速、⑥業界の組織化強化、である。 
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【構成(概要)】 

「サプライチェーンの革新・応用の積極的推進に関する指導意見」 

（国弁発[2017]84号） 

成立日：2017年10月5日、発表日：2017年10月13日 

1.重要な意義：革新・協同・ウィンウィン・開放・グリーン等の特徴を持つサプライチェーンの革

新・応用は、新たな発展理念実現のための重要な取り組みであり、資源の統合やプロセスの最適

化を通じた産業横断的な共同発展の促進等を内容とした供給側構造改革推進のための重要な突

破口でもある。加えて、グローバルサプライチェーンの構築は、国・地域間の協力・互恵関係を

強化し、企業の国際競争力の向上・グローバル化を図るための重要な受け皿となる。 

2.指導思想・発展目標：経済発展の質的向上・効率改善を中心とし、サプライチェーンとインター

ネットやモノのインターネット（IoT）との融合深化を通じて、IT化、標準化、信用システム構

築、人材育成を支えとし、サプライチェーンの新理念・新技術・新モデルの革新的発展により各

種資源・生産要素の効率的統合、産業の集積・協同水準の向上、供給側構造改革の推進、国際競

争力の向上等を図ることを指導思想とし、中国の国情に適合した新技術・新モデルの形成、国内

重点産業をカバーしたスマートサプライチェーン体系の基本的形成、約100社のグローバルサプ

ライチェーンのリーディング企業の育成等を2020年までの目標とする。 

3.重点任務：①農村における第1、2、3次産業の融合的発展の推進（農業関連産業組織・体制の革

新、農業生産の科学化水準の向上、品質・安全トレーサビリティの向上）、②製造業の協同化・

サービス化・スマート化の促進（サプライチェーンの協同製造の推進、サービス型製造の発展、

製造関連サプライチェーンの可視化・スマート化の促進）、③流通の現代化水準の向上（流通の

革新的な構造転換の推進、流通と生産の融合深化の推進、サプライチェーン関連サービスのレベ

ル向上）、④サプライチェーン・ファイナンスの積極的かつ安定的な発展の推進（サプライチェ

ーン・ファイナンスの実体経済に対する貢献強化、サプライチェーン・ファイナンスに起因する

リスクの効果的な防止）、⑤グリーンサプライチェーンの積極的唱導（グリーン製造・流通の積

極的推進、リバースロジスティクス体系の整備促進）、⑥グローバルサプライチェーンの構築促

進（グローバルサプライチェーンとの積極的融合、安全性向上、国際規則制定への参加）。 

4.保障措置：①良好な政策環境の形成促進、②試行の積極的展開、③信用システムや監督管理体制

の整備強化、④標準体系の整備推進、⑤多様な人材の育成加速、⑥業界の組織化強化。 

 

＊中国語全文は、http://www.gov.cn/zhengce/content/2017-10/13/content_5231524.htm 

から入手可能（2017年11月22日アクセス） 

以 上 
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